
薬剤名 用法用量 1 8 15 28

ゲムシタビン

（GEM）

1000mg/㎡

点滴静注(30分)

【制吐対策】

【基本事項】

【レジメンポイント】

【主な副作用】

がん化学療法後に増悪した卵巣がん

①治療開始時検査値の目安

骨髄機能：好中球数＞1,500/mm3、血小板＞100,000/mm3、ヘモグロビン＞9g/dL

白血球数2,000/mm3未満、血小板数70,000/mm3未満

血管痛、発熱、疲労感、皮疹、脱毛、間質性肺炎

非血液毒性：血清クレアチニン＜1.5dL、総ビリルビン：施設基準値以下

肝機能：施設基準値の1.5倍以下

②Day8以降の投与の延期目安

③減量の目安

②およびその他のGrade3以上の血液毒性、Grade3以上の悪心・嘔吐、Grade2以上

の非血液毒性が発現した場合、次回から800mg/㎡へ減量を検討する。

Day

ゲムシタビン単独療法（４週間１コース）

デキサメタゾン静注6.6mg　１V（Day1、8、15）

４週ごとの　PD(増悪)まで


